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『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
は
わ
か
り
や
す
い
歌
集
で
あ
る
。
と
同
時
に
誠
に
複
雑

な
歌
集
で
も
あ
る
。
そ
の
わ
か
り
や
す
さ
は
茂
吉
自
身
「
後
記
」
で
い
っ
て
い

る
よ
う
に
「
歌
日
記
程
度
」
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
内
容
の
わ
か
り
や
す

さ
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
複
雑
さ
は
成
立
事
情
の
一
点
に
か
か
っ
て
あ

る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
茂
吉
に
お
け
る
十
七
歌
集
の
う
ち
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
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ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
位
相
は
、
製
作
時
期
、
編
輯
時
期
、
刊
行
時
期
そ
の
一
つ
一
つ
の
成
立
事
情

の
内
部
構
造
に
ま
で
立
ち
い
た
っ
て
み
る
と
き
、
誠
に
特
異
な
位
相
に
あ
る

こ
と
が
解
る
。
問
題
は
こ
の
三
つ
の
関
．
係
性
を
個
々
別
々
に
み
る
と
同
時
に
、

綜
合
的
に
と
ら
え
る
視
点
を
獲
得
し
な
い
と
、
ど
ん
で
も
な
い
迷
路
に
入
れ
こ

ま
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
な
か
で
も
こ
れ
か
ら
と
り
上
げ
よ
う
と
す
る

「
遠
遊
』
『
遍
歴
』
さ
ら
に
は
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
、
」
こ

の
三
つ
の
関
係
性
が
も
っ
と
も
大
き
く
ず
れ
た
複
雑
な
歌
集
で
あ
る
。

 
そ
れ
ぞ
れ
の
後
記
を
読
む
限
り
、
『
つ
ゆ
じ
も
』
「
遠
遊
』
『
遍
歴
』
・
の
三
歌

集
は
、
昭
和
十
五
年
の
夏
に
ま
と
め
て
編
輯
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
昭
和
十
五
年
夏
の
茂
吉
日
記
を
み
る
と
、
七
月
二
十
三
日
の
「
為
事
手
ニ
ツ

カ
ズ
、
ソ
レ
デ
モ
手
帳
ナ
ド
見
テ
ヰ
ル
」
か
ら
八
月
十
四
日
の
「
南
山
歌
一

読
」
に
至
る
期
間
に
、
 
『
連
山
』
 
（
昭
和
五
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
満

鉄
か
ら
招
か
れ
て
満
州
の
各
地
を
巡
遊
し
た
折
の
一
連
）
の
歌
の
編
輯
を
し
て

い
る
こ
と
が
解
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
引
き
つ
づ
い
て
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
編
輯

に
精
を
出
し
て
い
る
。
層

○
南
山
歌
一
読
○
ウ
イ
ン
ノ
帳
面
ヒ
ラ
ヒ
ヨ
ム
。
感
慨
深
シ
。

 
年
八
月
十
四
日
）

（
昭
和
十
五

 
八
月
十
四
日
の
日
記
に
一
箇
所
「
ウ
イ
ン
ノ
帳
面
ヒ
ラ
ヒ
ヨ
ム
、
感
慨
深

シ
」
の
ド
イ
ツ
留
学
申
の
記
事
が
あ
る
の
み
で
、
あ
と
は
八
月
二
十
四
日
か
ら

八
月
三
十
一
日
の
．
一
週
間
は
「
つ
ゆ
じ
も
』
の
編
輯
を
し
て
い
る
記
事
の
み
で

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

あ
る
。
こ
の
八
月
十
四
日
の
み
で
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
あ
わ
．
せ
て
千
四
百
五
十

一
首
の
歌
の
編
纂
を
終
え
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
し
、
文
字
通
り
「
ウ
イ

ン
ノ
帳
面
ヒ
ラ
イ
ヨ
ム
」
と
い
う
こ
と
だ
け
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
昭
和
十
五
年
は
、
か
つ
て
何
度
も
こ
こ
ろ
み
た
第
三
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
一
）

編
纂
を
、
最
後
の
「
洋
行
漫
吟
」
 
（
一
〇
七
首
）
の
み
を
除
い
て
最
終
的
に
な

し
と
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
茂
吉
日
記
を
綿
密
に
お
っ
て
み
る
と
、
「
遠

（i）

斎
藤
茂
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け
る
く
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常
V
性
の
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一
「
遠
遊
』
 
「
遍
歴
』
を
中
心
と
し
て
ー



遊
』
『
遍
歴
』
の
編
纂
の
お
お
よ
そ
は
翌
年
i
昭
和
十
六
年
の
夏
に
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

○
ウ
イ
ン
日
録
ノ
ゾ
キ
見
ル
（
昭
和
十
六
年
七
月
三
日
）

 
昭
和
十
六
年
七
月
三
日
以
降
の
茂
吉
日
記
を
お
っ
て
い
っ
て
み
る
と
、
だ
い

た
い
「
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
の
歌
の
順
序
に
そ
っ
て
歌
稿
を
整
理
し
て
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
は
、
最
初
の
七
月
三
日
と
七
月
六
日
は
漫
然
と
維
也

納
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
帳
面
を
見
る
に
と
ど
ま
り
、
七
月
十
一
日
か
ら
本
格
的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
ロ
ヘ
 
 
へ

歌
稿
整
理
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
七
月
十
一
日
～
七
月
二
十
三
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
間
が
『
遠
遊
』
の
編
輯
に
あ
て
ら
れ
、
七
月
二
十
四
日
～
八
月
十
日
の
間
が

『
遍
歴
」
編
輯
に
あ
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
応
『
遠
遊
』
『
遍
歴
」

を
「
製
作
時
期
」
「
編
輯
時
期
」
「
発
行
時
期
」
の
三
つ
の
点
に
そ
っ
て
整
理

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
遠
遊
』

『
遍
歴
』

製
作
時
期

大
正
十
一
年
一
月

 
 
 
～

大
正
十
二
年
七
月

'
大
正
十
二
年
七
月

 
 
 
～

大
正
十
四
年
一
月

編
輯
時
期

昭
和
十
六
年

 
 
 
七
月
三
日

 
 
 
～

昭
和
十
六
年

 
七
月
二
十
三
日

昭
和
十
六
年

 
七
月
二
十
四
日

 
 
 
～

昭
和
十
六
年

 
 
八
月
十
五
日

発
行
年
月
日

昭
和
二
十
二
年

八
月
三
十
日

昭
和
二
十
三
年

四
月
五
日

す
な
わ
ち
、
大
正
十
年
代
一
四
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
茂
吉
が
つ
く
っ
た
歌
を

二
十
年
も
た
っ
た
昭
和
十
六
年
一
六
十
歳
の
茂
吉
が
編
輯
し
、
さ
ら
に
戦
後

の
昭
和
二
十
二
年
と
二
十
三
年
-
六
十
六
歳
と
六
十
七
歳
の
茂
吉
が
出
版
す

る
と
い
う
成
立
過
程
に
お
け
る
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
然
問
題

に
な
る
の
は
、
・
製
作
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
と
い
う
特
異
な
環
境
と
編
輯

時
期
の
昭
和
十
年
代
の
戦
時
下
の
日
本
と
い
う
特
殊
な
状
況
と
発
行
時
期
の
戦

後
と
い
う
問
題
が
顕
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
段
に
ゆ
ず
る
。

 
先
の
引
用
の
日
記
中
、
八
月
九
日
の
記
事
を
み
る
と
「
維
也
納
ノ
ミ
（
三
百

三
十
首
旅
ヌ
キ
）
ソ
ノ
以
外
ハ
八
百
三
十
一
首
、
合
計
一
千
二
百
六
十
首
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

リ
」
と
あ
る
。
特
に
「
維
也
納
ノ
ミ
（
三
百
三
十
首
旅
ヌ
キ
）
」
の
意
味
を
「
遠

遊
』
中
の
「
濁
逸
旅
行
」
 
（
一
〇
二
首
）
「
伊
太
利
亜
紀
行
」
 
（
一
〇
八
首
）

「
ド
ウ
ナ
ウ
下
航
」
 
（
一
九
首
）
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
」
 
（
一
一
首
）
の
二
百
四
十

首
ば
か
り
が
未
だ
完
全
に
整
理
出
来
な
い
の
で
保
留
し
た
、
と
と
る
と
現
存
す

る
『
遠
遊
』
 
（
六
二
一
二
首
）
『
遍
歴
』
 
（
八
二
八
首
）
の
歌
あ
わ
せ
て
千
四
百

五
十
一
首
中
、
旅
ヌ
キ
の
千
二
百
首
ば
か
り
の
歌
の
整
理
が
一
応
こ
の
七
月
十

一
日
以
降
八
月
十
日
迄
の
一
月
間
に
出
来
た
こ
と
に
な
る
。
一
日
平
均
四
十
首

前
後
の
整
理
」
「
増
補
」
を
し
た
ど
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
茂
吉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
の
も
の
は
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
で

み
て
も
、
現
在
資
料
と
し
て
は
「
手
帳
六
」
～
「
手
帳
十
五
」
の
わ
ず
か
し
か

残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
も
「
手
帳
十
三
」
，
「
手
帳
十
四
」
を
除
い
て
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
講
義
筆
記
及
び
覚
書
き
程
度
の
簡
単
な
メ
モ
で
、
こ
の
間
の
歌
の
発

想
の
原
型
を
の
ぞ
き
み
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
。
こ
の
問
、
こ
の
「
手
帳
」

の
他
に
彼
の
日
常
の
一
日
一
日
を
刻
明
に
う
つ
す
「
日
記
」
風
の
帳
面
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
今
日
で
は
み
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
と
す
る
と
「
手
帳
五
」
の
刻
明
な
「
日
記
」
風
メ
モ
帳
の
残
さ
れ
た
最
後

（2）



め
大
正
十
一
年
一
月
十
一
日
を
最
後
と
し
て
、
「
日
記
一
」
の
冒
頭
の
大
正
十

三
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
約
三
年
間
弱
の
茂
吉
の
行
動
と
思
考
の
軌
跡
は
完

 
 
 
 
 
 
イ
マ
ジ
ネ
 
シ
ヨ
ン

全
に
わ
れ
わ
れ
の
想
像
力
の
範
疇
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

 
岡
井
隆
は
岩
波
文
庫
本
『
斎
藤
茂
吉
歌
集
』
 
一
冊
め
み
を
徹
底
的
に
鑑
賞

イ
マ
ジ
ネ
 
シ
ヨ
ン

し
、
想
像
力
を
最
大
限
に
た
く
ま
し
く
し
て
次
の
よ
う
な
仮
説
を
述
べ
た
こ
と

が
あ
る
。 

長
崎
の
茂
吉
は
歌
を
あ
ま
り
作
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
当
時
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

茂
吉
の
必
然
の
結
果
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

へ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

中
の
茂
吉
も
歌
を
ほ
と
ん
ど
作
ら
な
か
っ
た
。
 
（
岡
井
隆
『
茂
吉
の
歌
、

莇
騒
い
酷
抄
』
傍
点
筆
者
）

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
『
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
及
び
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
中
の
孕
る
部
分
は
、
こ
れ

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

は
材
を
そ
の
時
代
に
と
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、
実
は
昭
和
十
年
代
半
ば
の

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

作
品
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
私
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
 
（
同
前
・
傍
点
筆

者
）

 
岡
井
説
の
骨
子
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
 
（
『
つ
ゆ
じ
も
』

の
部
分
）
は
そ
の
製
作
時
期
で
あ
る
大
正
十
一
年
．
一
月
～
大
正
十
四
年
一
月
の

間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
に
つ
く
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
は
材
料
だ
け
を
そ
の
時

代
に
と
っ
て
昭
和
十
年
代
半
ば
に
つ
く
っ
．
た
「
一
種
の
偽
書
」
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
の
複
雑
さ
は
、
「
製
作

時
期
」
と
「
編
輯
時
期
」
を
一
疋
切
り
離
し
た
上
で
、
さ
ら
に
昭
和
十
年
代
の

あ
る
時
期
に
製
作
時
期
と
編
輯
時
期
が
重
ね
ら
れ
る
と
い
っ
た
不
可
思
議
な
操

作
の
な
か
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
そ
の
へ
ん
の
こ
と

は
単
な
る
空
想
の
み
で
な
く
、
ど
の
辺
ま
で
実
証
で
き
う
る
の
か
を
残
る
資
料

類
か
ら
演
繹
し
て
い
っ
て
み
た
い
。

 
斎
藤
茂
吉
先
生
が
独
逸
留
学
か
ら
の
帰
途
、
巴
里
に
立
寄
っ
て
暫
く
滞

在
す
る
か
ら
、
と
い
う
通
知
を
日
本
か
ら
受
取
っ
た
。
 
（
中
略
）

 
外
国
に
来
て
四
年
開
全
く
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
こ
と
を
、
し
ば
し

ば
嘆
じ
ら
れ
た
。
「
西
洋
の
も
の
は
短
歌
に
は
盛
れ
な
い
。
此
方
に
詩
と

い
う
も
の
が
生
れ
た
の
は
必
然
性
が
あ
る
。
詩
な
ら
何
と
か
出
来
そ
う

で
、
時
々
そ
ん
な
形
の
も
の
は
試
み
て
み
た
が
、
歌
は
出
来
な
い
。
俺
は

歌
を
怠
け
た
の
で
な
く
て
、
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
医
学
の
勉
強

に
来
た
の
で
ネ
。
、
」
そ
ん
な
感
想
を
繰
り
返
え
し
語
ら
れ
た
。
私
は
歌
作

に
も
詩
作
に
も
体
験
が
な
い
ま
～
「
そ
う
か
な
ア
」
と
思
っ
た
。
 
（
宮
坂

勝
「
シ
ゲ
ヨ
シ
先
生
と
モ
キ
チ
先
生
」
）

 
こ
の
文
章
の
中
で
語
っ
た
茂
吉
の
言
葉
を
信
用
す
る
限
り
、
彼
は
「
四
年
間

全
く
歌
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
期
間
は
先
ほ
ど

も
指
摘
し
た
よ
う
に
雑
な
手
記
の
み
で
、
日
記
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ

の
間
の
唯
一
の
資
料
で
あ
る
書
簡
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
箇
所
が
目
に
つ
く
。

 
君
が
実
に
勉
強
し
て
く
れ
る
の
で
、
恭
い
。
今
の
僕
は
到
底
だ
め
だ

が
、
ゆ
る
し
て
く
れ
た
ま
へ
。
そ
の
か
は
り
医
学
の
方
は
非
常
に
勉
強
し

て
い
る
。
 
（
「
島
木
赤
彦
宛
書
簡
」
大
正
十
一
年
十
月
十
五
日
）

 
僕
は
歌
は
だ
め
だ
。
帰
朝
し
た
ら
又
歌
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

斎
藤
茂
吉
に
於
け
る
く
日
常
V
性
の
位
相
 
一
『
遠
遊
』
「
遍
歴
』
を
中
心
と
し
て
一

（3）



（
「
中
村
憲
吉
宛
書
簡
」
大
正
十
二
年
十
一
月
二
十
六
日
）

 
僕
は
歌
は
作
れ
な
く
て
》
恥
か
し
い
。

十
三
年
二
月
七
日
）

（
「
杉
浦
翠
子
宛
書
簡
」
大
正

 
小
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
に
気
を
と
ら
れ
て
、
全
々
生
作
に
遠
が
り
候
も
、

あ
～
い
ふ
下
手
な
歌
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
負
け
ぬ
と
い
ふ
気
が
お
こ
り

感
厚
。
 
（
「
申
村
憲
吉
宛
書
簡
」
大
正
十
三
年
二
月
二
十
日
）

 
多
少
、
手
紙
と
い
う
形
式
か
ら
み
て
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
面
が
あ
る
と
し
て

も
、
こ
の
期
間
茂
吉
は
旧
作
に
熱
心
で
な
く
歌
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
だ
．
け
は

た
し
か
で
あ
る
。
歌
心
に
熱
心
で
な
か
っ
た
分
だ
け
彼
は
実
験
医
学
の
論
文
完

成
に
熱
心
た
り
え
た
の
で
あ
る
。
男
爵
の
方
は
引
用
文
中
「
今
の
僕
は
到
底

だ
め
だ
」
「
僕
は
歌
は
だ
め
だ
」
「
僕
は
歌
は
作
れ
な
く
て
」
「
確
々
歌
作
に

遠
が
り
候
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
て
歌
が
つ
く
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
な
げ
い

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
茂
吉
の
心
の
深
層
部
に
ま
で
は
い
っ
て
考
え
て

み
る
と
き
、
一
概
に
歌
を
忘
れ
歌
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
と
い
う
風
に
だ
け
解
釈

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

 
光
陰
矢
の
如
く
ど
う
も
気
が
い
そ
ぎ
ま
す
。
歌
を
作
り
た
い
と
思
ふ
こ

と
も
極
く
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
。
（
「
申
村
憲
吉
宛
書
簡
」
大
正
十
二
年

三
月
二
十
八
日
）

僕
は
歌
は
当
分
駄
目
だ
。
・
一
句
一
句
ぐ
ら
ゐ
づ
～
の
未
成
品
な
ど
、
帳

面
の
ど
こ
か
に
か
い
て
あ
っ
た
り
し
た
が
、
ま
と
め
る
時
間
が
な
い
。
実

に
ひ
ど
い
。
 
（
「
中
村
憲
吉
宛
書
簡
」
大
正
十
二
年
十
一
．
月
二
十
日
）

 
歌
を
つ
く
り
た
く
な
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
ま
㌧
消

え
て
形
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
暇
の
な
い
せ
い
で
す
。
 
（
「
平
福
百
穂

宛
書
簡
」
大
正
十
三
年
二
月
十
七
日
）

'

 
本
を
し
み
じ
み
と
読
む
こ
と
す
ら
出
来
ず
候
。
面
こ
こ
ろ
も
極
め
て
稀

に
湧
き
候
。
そ
れ
が
歌
と
な
ら
ず
に
し
ま
ひ
申
候
。
 
（
「
久
保
田
俊
彦
宛

書
簡
」
大
正
十
三
年
四
月
十
四
日
）

 
茂
吉
は
つ
ね
つ
ね
歌
を
つ
く
る
衝
動
の
稀
薄
さ
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
な
げ

い
て
い
る
。
「
未
成
品
」
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
時
間
が
無
い
と
い
い
、

ひ
と
え
に
暇
の
無
い
せ
い
に
し
て
い
る
。
研
究
室
が
よ
い
の
せ
わ
し
さ
の
中
で

茂
吉
は
歌
を
つ
く
る
暇
が
無
い
と
い
う
よ
り
も
心
の
余
裕
を
う
じ
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ヨ
⊥
ロ
ッ
パ
に
来
て
茂
吉
の
な
か
の
「
医
師
と
歌
人
は
と
こ
ろ
を

註
（
二
）

か
え
」
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
だ
が
さ
ら
に
綿
密
に
手
紙
を
み
る

限
り
、
茂
吉
の
歌
人
へ
の
執
着
は
こ
，
の
期
に
お
い
て
も
ま
こ
と
に
す
さ
ま
じ

い
。
毎
日
の
よ
う
に
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
到
着
を
楽
し
み
に
し
、
日
本
に
お
け
る

歌
壇
の
裏
話
し
を
た
の
し
み
に
し
、
又
自
分
の
歌
人
と
し
て
の
名
声
を
気
に
し

て
新
聞
の
切
り
抜
き
を
送
ら
せ
、
さ
ら
に
何
よ
り
も
歌
人
仲
間
か
ら
の
手
紙
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
「
輝
子
か
ら
来
る
手
紙
と
画
伯
と
赤
彦
か
ら
来
る
手
紙

 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
三
）

は
非
常
に
嬉
し
い
の
で
す
」
と
平
福
百
穂
に
言
い
お
く
っ
て
い
る
。
現
存
す
る

こ
の
期
間
の
茂
吉
の
手
紙
は
、
当
時
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
世
話
を
し
て
も
ら
っ
た

（4）



'

前
田
繁
三
郎
へ
の
手
紙
は
別
格
と
し
て
、
島
木
赤
彦
（
久
保
田
俊
彦
）
ど
平
福

百
穂
へ
の
手
紙
の
数
は
他
を
圧
倒
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
中
村
憲
吉
と
杉
浦
翠

子
へ
の
手
紙
が
目
に
つ
く
。
茂
吉
は
そ
れ
ら
の
手
紙
を
通
じ
て
、
歌
の
出
来
な

い
稀
薄
な
心
を
な
げ
い
て
い
る
。
「
歌
は
当
分
駄
自
だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
実

は
歌
を
つ
く
る
気
持
が
始
終
茂
吉
を
と
ら
え
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
は
逆
に
読

み
と
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
言
う
よ
う
に
そ
れ
ら
は
ほ
ど

ん
ど
「
未
成
品
」
の
ま
ま
で
帳
面
の
か
た
す
み
に
記
さ
れ
る
程
度
の
も
の
で
あ

っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
∫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〆

 
先
日
、
復
活
祭
の
休
日
に
は
西
ド
イ
ツ
の
山
地
に
ま
み
り
ド
ナ
ウ
（
ダ

ニ
ウ
ブ
）
川
の
源
を
さ
ぐ
り
申
候
。
田
舎
ゆ
ゑ
へ
歌
ご
こ
ろ
な
ど
湧
き
三

つ
ば
か
り
持
へ
た
り
い
た
し
候
。
 
（
「
平
福
百
穂
宛
書
簡
」
大
正
十
三
年

十
月
二
十
七
日
）

 
落
葉
が
深
く
、
そ
れ
に
「
し
ぐ
れ
の
あ
め
に
ぬ
れ
に
け
る
か
も
」

す
。
 
（
「
杉
浦
翠
子
宛
書
簡
」
大
正
十
三
年
十
月
二
十
八
日
）

で

 
こ
の
手
紙
で
み
る
限
り
、
「
茂
吉
は
大
正
十
三
年
に
は
い
っ
て
少
し
ず
つ
歌
の

回
復
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
研
究
の
あ
い

ま
を
つ
か
っ
て
旅
行
を
く
わ
だ
て
た
日
々
の
中
で
歌
が
回
復
し
、
つ
く
ら
れ
て

．
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
茂
吉
に
と
っ
て
、
留
学
自
体
が
大
き
く
い

っ
て
旅
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
旅
は
大
正
十

年
十
月
二
十
七
日
東
京
層
た
っ
て
ド
イ
ツ
に
つ
く
ま
で
の
航
海
で
あ
り
、
大
正

十
三
年
十
一
月
三
十
日
に
マ
ル
セ
イ
ユ
を
た
っ
て
日
本
に
帰
っ
て
く
る
航
海
で

夢

あ
っ
た
。
そ
の
間
茂
吉
は
何
度
か
ド
イ
ツ
、
ウ
イ
ン
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
フ
ラ
ン

ス
等
の
小
旅
行
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
々
、
研
究
を
は
な
れ
て

茂
吉
の
心
に
歌
心
が
き
ざ
し
、
歌
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
も
た
し
か
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
私
は
そ
の
歌
の
原
型
を
ど
こ
に
も
と
め
、
ど
こ
か
ら
み
た
ら

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
や
は
り
茂
吉
の
「
日
記
」
お
よ
び
「
手
帳
」
類

に
も
と
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
先
ほ
ど
も
引
用
し
た
昭
和
十

六
年
の
日
記
の
中
で
『
遠
遊
」
 
『
遍
歴
』
の
編
輯
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
茂
吉

が
つ
か
っ
た
「
整
理
」
h
増
補
」
の
真
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
茂
吉
自
身
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
中
の
「
日
記
」
「
手
記
」
等
の
原
型
か

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

ら
、
ど
の
程
度
「
整
理
」
し
「
増
補
」
し
た
の
か
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
い
た

っ
て
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

二

 
現
存
す
る
最
初
の
日
記
「
日
本
帰
航
記
」
は
「
手
帳
の
性
格
と
日
記
の
性
質

 
 
 
 
 
 
註
（
四
）

を
両
方
も
っ
て
い
る
」
と
岡
井
隆
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
茂
吉
の
日
常

性
を
全
円
的
に
さ
さ
え
る
手
帳
の
役
割
と
日
記
の
役
割
を
同
時
に
兼
ね
そ
な
え

た
も
の
で
あ
る
。

○
歌
ヲ
一
首
作
ラ
ウ
ト
シ
タ
ガ
到
底
纒
ラ
ナ
イ
（
大
正
十
三
年
十
二
月
六
日
）

○
海
上
二
降
る
雨
が
歌
ニ
ナ
ル
ナ
ド
・
思
フ
（
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
一

 
日
）
，

 
茂
吉
に
お
け
る
日
本
へ
の
帰
航
は
即
「
医
者
か
ら
歌
人
」
へ
の
回
帰
の
道
の

り
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
茂
吉
は
船
上
に
い
て
一
日
一
日
綿
密
に
移
り
ゆ

斎
藤
茂
吉
に
於
け
る
く
日
常
V
性
の
位
相
 
一
『
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
を
中
心
と
し
て
i

（5）



く
風
景
を
描
写
し
て
ゆ
く
。
歌
う
べ
き
対
象
た
る
自
然
と
歌
う
べ
ぎ
主
体
た
る

自
己
の
か
す
か
な
出
あ
い
の
予
兆
で
も
あ
っ
た
。
日
記
へ
記
帳
す
る
言
葉
は
、

お
の
ず
と
五
七
律
を
基
本
に
お
き
な
が
ら
五
句
三
十
一
音
の
形
式
の
阻
止
と
せ

め
ぎ
あ
い
な
が
ら
短
歌
性
を
獲
得
し
て
ゆ
く
。
風
景
を
機
械
的
に
写
し
と
ろ
う

と
す
る
筆
は
、
お
の
ず
と
五
七
律
の
方
へ
ひ
つ
ば
ら
れ
短
歌
性
を
回
復
し
て
ゆ

く
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
茂
吉
の
な
か
の
あ
せ
り
は
「
歌
ヲ
一
首
作
ラ
ウ
ト
シ
タ

ガ
到
底
纒
ラ
ナ
イ
」
と
い
う
か
た
ち
で
未
だ
完
全
に
回
復
し
て
は
い
な
い
。
一

応
こ
の
期
に
完
結
し
、
『
遍
歴
』
に
お
さ
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う

な
作
品
が
あ
げ
ら
れ
る
。

鵬
あ
ぶ
ら
な
す
海
に
く
ろ
ぐ
う
と
附
き
来
る
海
豚
の
群
は
平
凡
な
ら
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
十
二
月
七
日
、
紅
海
」
）

、
茂
吉
は
大
正
十
三
年
十
二
月
七
日
の
「
日
本
帰
航
記
」
の
中
に
「
あ
ぶ
ら
な

す
海
に
黒
く
ひ
か
り
い
る
か
が
い
く
つ
も
る
た
り
け
る
か
も
、
コ
ノ
ヤ
ウ
ニ
作

ヅ
テ
ミ
タ
ガ
ド
ウ
モ
調
べ
ヲ
ナ
サ
ナ
イ
。
シ
バ
ラ
ク
豊
作
ヲ
休
ン
デ
ヰ
タ
セ
イ

デ
ア
ッ
タ
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
に
な
る
と
一
応
原
型
は
五
七
五
七
七

の
リ
ズ
ム
と
野
情
性
を
獲
得
し
た
完
成
歌
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ

本
来
の
リ
ズ
ム
を
獲
得
す
る
ま
で
に
回
復
し
て
い
な
い
こ
と
を
彼
自
身
も
な
げ

い
て
い
る
。
そ
し
て
帰
国
後
、
下
句
の
叙
述
を
「
平
凡
な
ら
ず
」
と
い
う
端
的

な
言
葉
で
把
握
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
改
作
し
て
歌
集
に
採
用
し
て
い
る
。
だ

が
一
方
で
、
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
の
「
日
本
帰
航
記
」
に
み
ら
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

よ
う
に
、
 
「
と
ゴ
う
け
る
支
那
海
の
う
へ
に
幽
か
な
る
月
の
見
る
る
を
わ
れ
も

見
に
し
か
、
ド
ウ
モ
旨
ク
ナ
イ
ガ
、
コ
レ
ハ
帰
国
ノ
上
同
書
ソ
ウ
」
と
い
い
な

が
ら
、
つ
い
に
歌
集
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
な
く
放
郷
さ
れ
た
歌
も
数
首
あ
る
。

 
つ
買
い
て
茂
吉
の
「
日
本
帰
航
記
」
の
中
で
歌
の
体
を
な
し
て
き
て
い
る
の
・

は
、
「
長
江
二
雪
ミ
ダ
レ
フ
ル
。
に
ご
れ
る
水
の
上
に
雪
が
降
っ
て
み
る
ト
云

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
五
）

フ
ヤ
ウ
ナ
一
種
ノ
気
持
が
出
テ
ヰ
テ
、
歌
ニ
ナ
リ
サ
ウ
デ
ア
ツ
タ
」
と
い
う
記

事
を
み
て
も
あ
ぎ
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
さ
に
歌
に
な
り
そ
う
な
フ
レ
ー
ズ
の
一

節
の
み
が
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
気
持
は
す
で
に
し
て

マ
ル
セ
ー
ユ
出
発
の
時
点
か
ら
き
ざ
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

晒
、
あ
ふ
り
か
に
日
が
入
れ
ば
あ
ら
ぴ
あ
の
空
あ
か
し
こ
の
表
現
を
わ
れ
は
楽

 
し
む
 
 
 
 
（
「
十
二
且
五
日
、
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
、
ス
エ
ズ
運
河
」
）

 
こ
の
原
型
を
「
日
本
帰
航
記
」
か
ら
調
べ
て
み
る
と
、
航
海
に
は
い
っ
て
ま

も
な
い
十
二
月
五
日
の
「
あ
ふ
り
か
に
日
が
入
れ
ば
あ
ら
ぴ
あ
の
空
あ
か
し
ナ

ド
・
云
ツ
タ
リ
シ
タ
」
と
い
う
記
事
に
対
応
す
る
。
歌
人
茂
吉
の
好
情
の
三

頭
が
こ
こ
か
ら
み
え
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
原
型
で
は
最
後
の
と
こ
ろ
で
短
歌

性
を
獲
得
す
る
ま
で
に
は
止
揚
せ
ず
、
歌
に
な
る
途
中
で
放
郵
し
た
も
の
で
あ

る
。
『
遍
歴
』
中
の
「
こ
の
表
現
を
わ
れ
は
楽
し
む
」
は
、
時
期
す
ぎ
て
昭
和

十
六
年
の
茂
吉
が
完
全
に
自
己
の
壮
年
時
代
を
対
象
化
し
、
そ
の
時
の
感
激
を

冷
静
に
対
象
化
．
し
た
時
に
は
じ
め
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い

上
句
の
平
凡
な
フ
レ
ー
ズ
も
よ
み
が
え
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
十
二

月
九
日
の
「
日
本
帰
航
記
」
を
み
る
と
、
茂
吉
の
こ
う
し
た
歌
に
し
ょ
う
と
努

力
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
え
て
お
も
し
ろ
い
。

午
後
四
時
ゴ
ロ
、
波
立
ツ
テ
ヰ
ル
海
ノ
上
半
白
イ
町
が
見
エ
タ
。
日
光

（6）



ヲ
受
ケ
テ
眞
白
二
見
エ
ル
。
コ
レ
ハ
§
窪
9
ノ
町
デ
ア
ツ
タ
。
望
遠
鏡

デ
見
ル
ト
白
イ
家
ノ
間
二
寺
院
ノ
尖
塔
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
モ
見
自
象
。
ソ
レ

カ
ラ
カ
ス
カ
ニ
ソ
ノ
右
手
二
陸
が
見
エ
ル
、
ソ
レ
ハ
丘
デ
ア
ル
。
ソ
ノ

向
ウ
ニ
山
ラ
シ
イ
モ
ノ
が
見
エ
ル
が
草
木
ガ
ナ
イ
ヤ
ウ
デ
ア
ル
。
○
波
の

へ
に
竃
。
〆
高
の
町
の
白
き
家
見
ゆ
。
○
紅
海
い
ま
に
誰
き
ん
と
し
て

罎
。
犀
ゴ
⇔
の
白
き
町
見
ゆ
。
波
だ
て
囑
紅
海
の
う
へ
に
日
に
輝
さ
れ
し
白

き
町
見
ゆ
。
南
の
か
ぜ
は
い
た
く
強
し
も
。
○
波
の
う
へ
に
か
す
か
に
白

く
見
え
わ
た
る
町
も
見
て
居
れ
ば
心
さ
び
し
も
、
急
な
ご
む
も
。
心
寂
し

き
ご
と
し
。
 
（
「
日
本
帰
航
記
」
大
正
十
三
年
十
二
月
九
日
）

こ
の
箇
所
を
原
型
と
し
て
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
歌
が
浮
か
ん
で
く
る
。

棚
南
よ
り
吹
く
風
い
た
み
波
だ
て
る
海
の
へ
に
《
o
閃
冨
の
白
き
町
見
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
十
二
月
九
日
、
十
日
、
紅
海
を
い
つ
」
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
先
の
完
成
歌
、
な
い
し
は
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
未

へ
 
 
ヘ
 
 
へ

完
成
歌
の
域
の
歌
が
『
遍
歴
』
に
採
用
さ
れ
た
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
わ

ず
か
し
か
な
い
。
茂
吉
は
こ
の
期
、
「
歌
人
で
あ
る
よ
り
も
医
者
」
で
あ
り
、
歌

の
創
作
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
い
か
な
る
か
た
ち
で
『
遠
遊
』

『
遍
歴
』
の
大
部
分
の
歌
の
原
型
を
今
日
み
る
こ
と
が
で
き
ち
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
き
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
な
み
 
 
 
 
 
 
い
め
 
 
 
 
 
 
お
ほ
や
ま

麗
木
々
生
ふ
る
こ
と
な
き
山
脈
の
奥
が
に
も
奥
の
ご
と
く
に
大
山
の
見
ゆ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
十
二
月
六
日
」
）

鵬
灰
い
ろ
の
ひ
だ
を
深
め
て
見
ゆ
る
山
と
ほ
り
て
澄
み
し
空
の
か
ぎ
り
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
 
〃
 
 
」
）

膿
青
き
色
つ
ひ
に
あ
ら
な
く
に
空
と
ほ
き
寂
し
き
山
を
け
ふ
見
つ
る
か
毛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
 
〃
 
 
」
）

旙
い
た
だ
き
の
こ
ご
り
し
山
が
と
ほ
ど
ほ
に
言
え
て
雲
の
居
る
こ
と
も
な
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
〃
 
 
」
）

五
黄
に
見
ゆ
る
砂
丘
の
お
ほ
ど
か
に
つ
づ
き
み
て
人
の
い
と
な
む
も
の
の
幽

 
け
さ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
 
〃
 
 
」
）

や
ま
い
つ
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

枷
山
泉
あ
り
ゃ
否
や
と
お
も
ふ
ま
で
く
ろ
ぐ
う
と
し
て
言
え
わ
た
れ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
 
〃
 
 
」
）

昭
か
か
る
山
を
空
の
は
た
て
に
見
る
と
き
ぞ
寂
し
き
も
の
の
か
ぎ
り
を
ぞ
お

 
も
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
 
〃
 
 
」
）

 
「
十
二
月
六
日
」
日
付
の
小
題
で
こ
の
七
首
の
歌
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
期

の
茂
吉
短
歌
の
原
型
は
、
今
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
一
応
の
完
成
歌
お
よ
び
未

完
成
歌
の
少
々
の
歌
と
こ
こ
に
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
の
七
首
の
歌
の
原
型

i
実
は
『
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
の
創
作
原
型
は
こ
こ
に
全
円
的
に
徴
表
す
る
と

思
う
の
で
あ
る
が
、
に
あ
る
。
こ
の
日
の
日
記
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
「
遍
歴
』
の

歌
に
対
応
す
る
原
型
部
分
を
抄
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
原
〕

 
肥
「
ア
ル
塵
デ
ハ
瓢
ク
見
エ
ル
小
サ
イ
連
山
ノ
向
ウ
ニ
カ
ス
ン
デ
夢
ノ
ヤ
ウ

 
 
ニ
大
山
が
甕
エ
テ
ヰ
ル
」

 
ノ 

硲
「
窓
ノ
ソ
ト
ニ
赤
裸
ノ
山
が
見
エ
テ
ヰ
ル
」
「
砂
ガ
ナ
ダ
レ
テ
無
数
ノ
ヒ

 
 
ダ
ヲ
ナ
シ
テ
ヰ
ル
慮
ナ
ド
モ
見
エ
デ
ヰ
タ
」

 
ノ 

脳
「
ソ
ノ
又
向
ウ
ニ
比
較
的
ヒ
ク
ク
小
サ
ク
テ
鋭
イ
山
ガ
ヅ
ー
ツ
ト
続
イ
テ

 
 
見
エ
テ
ヰ
ル
、
ソ
レ
ガ
ヤ
ハ
リ
如
何
ニ
モ
荒
蓼
デ
一
種
ノ
寂
サ
ガ
領
シ
テ

斎
藤
茂
吉
に
於
け
る
〈
日
常
〉
性
の
位
相
1
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
を
中
心
と
し
て
一
」

（7）



 
 
ヰ
ル
」
圃

 
冊
（
「
ア
フ
リ
カ
方
面
」
の
ス
ケ
ッ
チ
よ
り
）

 
ノ

 
鰯
「
砂
原
ノ
黄
ロ
イ
上
見
直
グ
見
エ
タ
リ
ス
ル
カ
ラ
寂
シ
ク
大
キ
ク
見
工

 
、
ル
」

 
解
（
全
体
の
記
述
の
雰
囲
気
よ
り
）

 
ノ

 
昭
「
ア
ラ
ピ
ア
ノ
方
ノ
山
ハ
ァ
ル
時
ニ
ハ
海
面
カ
ラ
直
グ
ニ
遽
力
遙
力
に
見

 
 
エ
テ
ヰ
ル
。
悠
久
ノ
相
デ
ア
ツ
テ
ソ
シ
テ
寂
シ
イ
。
ソ
シ
テ
厳
カ
ニ
人
間

 
 
ニ
セ
マ
ツ
テ
来
ル
」

 
三
論
脳
影
壁
の
五
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
記
記
事
の
素
材
が
原
型
と
な
っ
て
生

か
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
茂
吉
自
身
認
の
記
事
の
後
「
ヤ
ハ
リ
コ
レ
ヲ
歌

ニ
ス
ル
ニ
ハ
単
純
デ
大
キ
ク
、
鋭
ク
シ
ヅ
カ
ナ
調
べ
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ソ
レ
が
久
シ
ク
黒
作
ヲ
止
メ
テ
イ
タ
カ
ラ
ド
ー
シ
テ
モ
出
来
ナ
イ
」
 
（
傍
点
筆

．
者
）
と
い
っ
て
い
啓
よ
う
に
、
未
だ
こ
の
時
点
に
お
い
て
『
遍
歴
』
の
歌
の
完

成
は
の
ぞ
め
な
か
っ
た
。
だ
が
茂
吉
が
こ
の
「
日
本
帰
航
記
」
を
綿
密
に
望
遠

鏡
ま
で
つ
か
っ
て
風
景
を
う
つ
し
、
日
記
的
散
文
体
に
の
こ
し
た
こ
と
は
、
こ

の
時
点
で
少
な
く
と
も
歌
の
原
型
-
歌
に
発
動
す
る
前
の
自
分
の
心
を
客
観

的
に
と
ど
め
て
お
こ
う
と
い
う
気
持
が
潜
在
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
茂
吉
自
身
「
後
記
」
で
言
っ
て
い
る
「
歌
日
記
」
と
は
実

は
こ
ち
ら
の
「
日
本
帰
航
記
」
の
日
記
の
方
を
さ
す
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
単
な
る
日
常
を
う
つ
す
日
記
と
い
う
よ
り
も
「
歌
」
に
す
る
た
め
の
．

日
記
で
あ
り
、
人
間
、
・
茂
吉
と
い
う
よ
り
も
、
歌
人
・
茂
吉
が
そ
の
ま
ま
の
か

た
ち
で
で
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 
脚
の
歌
は
、
こ
の
日
記
部
分
の
ど
こ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
全
体
の
雰
囲
気

か
ら
後
年
歌
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
し
で
鍋
は
、
こ
の
日
記
の
中
で
茂
吉
が
描
い
て
い
る
「
ア
フ
リ
カ
方
面
」

の
山
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
後
年
歌
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
以
上
か
ら
茂
吉
の
い
う
「
整
理
」
 
「
増
補
」
の
意
味
を
ま
と
め
て
み
る
と
次

の
五
つ
の
位
相
よ
り
な
り
た
つ
歌
が
構
想
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
、
 
 
、

「
帰
航
漫
吟
」

．
（
百
六
十
三
首
）
1

 
こ
う
い
う
か
た
ち
で
現
在
の
と
こ
ろ
実
証
で
き
る
の
は
『
遠
遊
」

に
お
い
て
は
こ
の
最
後
の
「
帰
航
漫
吟
」
百
六
十
三
首
の
み
で
あ
る
。

多
少
の
「
手
帳
」
が
の
こ
っ
て
い
る
だ
け
で
実
証
す
る
に
た
る
資
料
が
無
い
。
-

だ
が
実
は
も
う
一
つ
「
つ
ゆ
じ
も
」
最
後
の
「
洋
行
漫
吟
」
百
七
首
が
「
手
帳

五
」
と
対
応
し
、
こ
れ
と
同
じ
か
た
ち
で
実
証
で
き
る
性
格
の
も
の
で
あ
る

し
、
又
編
輯
時
期
も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
「
洋
行
漫
吟
」
と
「
帰
航
漫
吟
」
を
㈲
㈲
㈹
㈲
㈹
の
分
類
に
そ
っ
て
調

べ
各
々
統
計
を
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
㈲
一
応
の
完
成
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
ヒ
ヘ
 
ヘ
 
へ

i
㈲
一
部
フ
レ
ー
ズ
の
み
の
未
完
成
歌

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ー
㈹
素
材
や
語
の
つ
な
ぎ
合
わ
せ
の
歌

 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ー
㈹
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
の
歌

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

一
㈹
全
体
の
雰
囲
気
、
そ
の
他
不
明
の
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
遍
歴
』

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
と
は

 
次
の
表
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
期
の
茂
吉
の
歌
の
原
型
の
半

数
は
、
歌
に
な
る
以
前
の
茂
吉
の
写
生
文
（
日
記
的
散
文
体
）
に
よ
っ
て
い
る

（
㈹
分
類
）
。
さ
ら
に
そ
れ
に
⑥
分
類
の
「
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
の
歌
」
と
㈹
分
類

の
「
全
体
の
雰
囲
気
及
び
不
明
の
歌
」
を
合
わ
せ
て
み
る
と
「
洋
行
漫
吟
」
で

 
ヒ
 
 

は
、
脇
％
ま
で
が
そ
の
時
点
で
実
際
は
つ
く
ら
れ
て
お
ら
ず
、
歌
の
回
復
が
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ざ
し
は
じ
め
た
「
帰
航
漫
吟
」
に
な
っ
て
も
π
％
あ
ま
り
が
そ
う
で
あ
る
こ
と

（8）



「
洋
行
漫
吟
」

（「

ﾂ
ゆ
じ
も
』
）

「
帰
航
漫
吟
」

（
『
遍
歴
』
）

 
㈲

完
成
歌

学
（
％
）

4
（
8
 
3
）

霰委㈲
数
（
％
）

3
（
8
 
2
）

 
⑥

つ
な
ぎ
合

わ
せ
の
歌

数
（
％
）

58

 54．2

）

17

 10．5

-27
 16．6

-
79

 48．4

一
 
㈲

ス
ケ
ッ
チ

か
ら
の
歌

選
（
％
）

15

14．O

v

H
（
7
 
6
）

 
㈹

全
体
の
雰
囲

気
及
び
不
明

の
歌

数
（
％
）

27

 25．2

）

29

 17，8

一
ト
ー
タ
ル

数
（
％
）

107

 100
）

168

 100
）

が
解
る
。
す
な
わ
ち
、
「
帰
航
漫
吟
」
を
除
く
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
の
歌
の
原

型
も
、
こ
の
「
洋
行
漫
吟
」
と
「
帰
航
漫
吟
」
の
統
計
の
振
幅
の
な
か
に
封
じ

こ
め
ら
れ
て
あ
る
と
推
定
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

三

 
以
上
の
よ
う
に
実
証
し
て
き
て
得
た
茂
吉
像
は
、
昭
和
十
六
年
の
ひ
と
夏
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
ボ
ラ
ト
リ
 

つ
か
っ
て
、
実
は
箱
根
強
羅
の
工
房
に
こ
も
り
、
大
正
十
一
年
一
月
～
大
正

十
四
年
一
月
号
お
よ
ぶ
自
分
の
過
去
の
日
記
を
み
な
が
ら
、
せ
っ
せ
と
歌
に
な

り
そ
う
な
箇
所
に
傍
線
を
引
き
、
一
日
平
均
四
十
音
前
後
の
歌
を
つ
く
っ
て
い

る
老
檜
な
茂
吉
の
像
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
茂
吉
は
何
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
徒
労

と
も
お
も
え
る
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
岡
井
隆
も
『
つ
ゆ
じ

も
』
編
…
纂
へ
の
疑
問
を
こ
こ
ま
で
よ
く
追
求
し
て
き
な
が
ら
、
そ
の
〈
問
〉
の

前
で
た
た
ず
ん
で
い
る
。
「
わ
た
し
の
推
定
に
よ
れ
ば
『
つ
ゆ
じ
も
』
は
相
当

の
部
分
が
、
昭
和
十
五
、
六
年
の
日
付
け
を
持
つ
創
作
で
あ
る
。
 
（
実
は
『
遠

遊
』
『
遍
歴
』
も
同
じ
事
情
の
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
今
は
こ
の
点
は
触

れ
な
い
。
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
、
過
去
形
で
歌
わ
れ
る
こ
と
も
な

く
、
『
追
憶
』
と
い
う
形
の
表
題
を
も
つ
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
『
の
ぼ
り

路
』
や
『
霜
』
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
現
在
形
で
、
長
崎
時
代
の
既
発

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ
 
げ
ヘ
 
 
へ

表
歌
（
A
資
料
）
の
中
に
混
入
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
辺
り
の
操
作
の
動
機

、
 
 
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
 
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
註
（
六
）

が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
判
り
に
く
い
。
」
 
（
傍
点
筆
者
）
す
な

わ
ち
、
二
十
年
前
の
作
品
が
過
去
形
で
う
た
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「
追
憶
」

と
い
う
形
で
の
表
題
も
な
く
、
二
十
年
前
の
く
自
然
V
と
く
自
己
〉
と
を
二
十

年
後
の
今
、
あ
る
が
ま
ま
に
ま
む
か
わ
せ
て
い
る
茂
吉
の
「
操
作
の
動
機
」
へ

の
疑
義
で
あ
る
。

 
一
つ
は
、
茂
吉
が
過
去
の
欠
落
し
て
い
る
短
歌
の
穴
う
め
を
し
ょ
う
と
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
ア
 
ポ
ケ
ッ
ト

い
た
こ
と
は
確
か
だ
。
と
同
時
に
昭
和
十
六
年
の
夏
の
茂
吉
は
一
つ
の
空
間

に
お
か
れ
て
い
た
。
昭
和
八
年
末
か
ら
六
年
余
没
頭
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
『
柿

本
人
麿
』
の
業
績
に
対
し
て
前
年
の
昭
和
十
五
年
五
月
十
四
日
、
帝
国
学
士
院

賞
が
授
与
さ
れ
、
研
究
に
お
け
る
一
段
落
を
き
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
妻
と
の

離
別
の
間
に
入
り
こ
ん
で
き
た
永
井
ふ
さ
子
と
の
関
係
が
、
昭
和
十
六
年
七
月

二
十
九
日
の
日
記
を
み
る
と
「
永
井
ふ
さ
子
、
土
屋
君
臨
憩
ヘ
シ
由
ノ
手
紙
ア

リ
、
一
夜
会
談
ヲ
欲
シ
タ
ガ
コ
ト
ワ
ッ
タ
。
敬
天
堂
老
人
ノ
『
人
外
ノ
魔
』
ナ

リ
。
今
日
ハ
ソ
ン
ナ
コ
ト
デ
何
モ
出
来
ナ
カ
ツ
タ
。
」
と
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、

こ
の
日
あ
た
り
を
境
に
完
全
な
る
訣
別
が
お
と
ず
れ
て
い
る
。

 
茂
吉
は
こ
の
頃
、
歌
の
増
補
ば
か
り
で
な
く
、
日
記
の
増
補
に
も
積
極
的
で

あ
っ
た
。
こ
の
期
茂
吉
は
な
ぜ
か
自
己
の
過
去
の
日
々
を
対
象
化
し
、
整
理

し
、
．
再
編
成
す
る
日
々
を
多
く
も
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
熱
心
さ
た
る
や
つ
い

に
は
弟
子
の
山
口
茂
吉
を
し
て
「
殊
に
『
去
年
ノ
日
記
追
加
』
と
云
ふ
の
は
丁

斎
藤
茂
吉
に
於
け
る
く
日
常
V
性
の
位
相
 
一
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
を
中
心
と
し
て
一

（9）



度
、
一
年
前
の
昭
和
十
五
年
六
月
の
日
記
の
大
部
分
を
私
（
山
口
）
の
日
記
に

細
り
つ
つ
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
私
に
日
記
を
持
っ
て
来
る
や
う
に
と

云
ふ
先
生
の
使
が
来
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
あ
っ
て
、
私
の
日
記
は
先
生
の
こ

と
を
記
し
た
日
に
は
◎
を
附
け
て
直
ぐ
分
か
る
や
う
に
し
て
あ
る
が
、
そ
の
昭

和
十
六
年
六
月
だ
け
に
就
い
て
見
て
も
、
三
十
日
中
の
十
七
日
分
が
◎
が
附
い

て
み
る
計
算
で
鶉
ご
と
そ
の
か
ち
く
り
の
一
部
分
を
い
わ
し
め
た
ご
と
く

そ
の
執
着
た
る
や
フ
ァ
ナ
チ
ッ
ク
で
す
ら
あ
る
。
こ
の
フ
ァ
ナ
チ
ッ
ク
の
極
限

．
が
昭
和
十
六
年
七
月
三
日
～
八
月
十
日
の
間
の
箱
根
強
羅
の
密
室
の
工
房
で
お

こ
な
わ
れ
た
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
の
歌
の
「
整
理
」
「
増
補
」
1
実
は
完
全

な
創
作
な
の
で
あ
る
が
、
に
お
も
む
か
せ
た
。

 
何
ゆ
え
に
茂
吉
に
お
い
て
こ
の
期
、
日
記
の
増
補
の
み
で
な
く
短
歌
創
作
に

よ
る
こ
の
よ
う
な
穴
う
め
が
必
要
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
一
言
で
言
え
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

こ
の
期
茂
吉
を
お
そ
っ
た
で
あ
ろ
う
く
あ
は
れ
V
の
情
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
茂

吉
は
こ
の
一
連
の
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
の
歌
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
け
っ
し

て
『
赤
光
』
 
『
あ
ら
た
ま
』
時
代
の
よ
う
に
気
負
い
た
っ
て
は
い
な
い
。
過
去

の
歌
を
再
編
成
し
て
文
学
的
価
値
を
高
か
ら
し
め
よ
う
と
も
思
っ
て
い
な
い
。

単
純
に
、
自
己
の
過
去
を
対
象
化
し
て
あ
る
が
ま
ま
に
歌
お
う
と
の
意
図
が
如

実
に
う
か
が
え
る
。
そ
れ
は
永
井
ふ
さ
子
と
の
愛
の
挫
折
か
ら
く
る
く
あ
は

れ
V
で
あ
り
、
そ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
し
て
お
し
よ
せ
て
く
る
昭
和
十
年
代
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウ
ル
ト
ラ
・
ナ
シ
ヨ
ナ
”
ズ
ム

は
い
っ
て
の
日
中
戦
争
以
降
の
国
粋
主
義
の
も
と
で
の
、
自
ら
の

く
個
V
を
な
げ
捨
て
て
く
公
V
の
な
か
に
お
し
な
が
さ
れ
て
ゆ
く
時
の
〈
あ
は

れ
〉
の
情
で
も
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
ひ
か
え
た
こ
の
八
月
、
茂
吉
は

く
あ
は
れ
V
の
対
象
化
を
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
で
こ
こ
ろ
み
、
『
つ
ゆ
じ
も
』

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

以
降
お
そ
っ
た
こ
の
過
去
の
十
年
間
の
寡
作
の
時
期
と
短
歌
の
穴
う
め
と
現
在

へ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
生
活
の
空
間
の
穴
う
め
と
を
あ
わ
せ
て
試
み
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
編
輯
の
所
と
編
輯
の
時
と
編
輯
の
方
法
の
三
つ
の
関

係
．
性
の
上
で
綜
合
的
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
所
は
箱
根
強
羅
の
山
荘
の
工
房
で
あ
り
、

 
時
は
昭
和
十
六
年
七
月
三
日
～
八
月
十
日
に
か
け
て
で
あ
り
、

 
方
法
は
日
記
に
し
た
が
っ
た
忠
実
な
る
日
常
性
の
再
編
成
で
あ
る
。

 
か
つ
て
箱
根
強
羅
で
一
山
距
て
て
夏
を
す
ご
し
た
こ
と
の
あ
る
折
口
信
夫
は

「
風
物
の
変
化
の
乏
し
い
夏
毎
を
籠
っ
て
、
而
も
あ
れ
だ
け
の
量
の
作
物
を
為

 
 
註
（
八
）

し
て
み
る
」
茂
吉
の
作
歌
力
に
驚
嘆
を
し
め
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
評
価
し

た
こ
と
が
あ
る
。

 
「
長
い
日
の
う
ち
に
、
た
ゴ
一
度
二
度
異
国
の
を
と
め
が
用
を
達
す
る
た

め
、
ど
あ
を
開
い
て
聲
を
か
け
て
来
る
。
i
か
う
い
ふ
人
間
接
触
も
、
歌
に

す
る
こ
と
の
出
来
る
人
は
、
少
し
は
、
あ
る
だ
ろ
う
。
併
し
、
唯
物
も
な
い
水

平
線
や
流
沙
に
向
っ
て
、
倦
ん
じ
暮
す
大
洋
平
原
を
心
に
費
し
て
詠
む
こ
と
の

出
来
た
人
は
、
他
に
誰
が
あ
っ
た
ら
う
。
．
国
境
を
越
え
て
更
に
国
境
へ
1

長
-
い
鉄
路
の
経
験
一
唯
も
う
漠
々
た
る
長
沙
を
幾
日
も
眺
め
暮
す
生
活
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

は
、
．
座
談
に
の
ぼ
す
こ
と
す
ら
を
つ
く
ふ
な
筈
で
あ
る
。
而
も
、
そ
れ
を
ち
ゃ

ん
と
、
生
活
か
ら
か
っ
き
り
薫
り
出
し
て
作
品
に
し
て
み
る
。
ほ
か
に
学
問
や

歌
に
対
す
る
手
柄
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
の
一
つ
は
、
よ
く
我
々
の
同
時
代

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
九
）

人
に
は
、
見
取
っ
て
お
い
て
ぼ
し
い
も
の
で
あ
る
。
」

 
こ
う
い
つ
た
と
き
、
折
口
信
夫
の
頭
に
は
、
茂
吉
が
昭
和
五
年
十
月
に
満
鉄

か
ら
招
か
れ
、
わ
ず
か
一
月
ば
か
り
の
う
ち
に
七
百
五
首
の
『
連
山
』
の
歌
を

も
の
に
し
た
こ
と
と
、
今
問
題
に
し
て
い
る
「
帰
航
漫
吟
」
の
歌
の
こ
と
を
頭

に
お
い
て
の
発
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
こ
の
茂
吉
に
お
い
て
す

（10）



ら
、
こ
の
「
帰
航
漫
吟
」
の
原
型
は
先
に
し
め
し
た
散
文
的
日
記
の
段
階
-

歌
に
な
る
前
段
階
で
お
わ
っ
た
も
の
が
ほ
ど
ん
ど
で
、
こ
の
日
記
を
も
と
に
お

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
十
）

い
て
「
材
を
そ
の
時
代
に
と
っ
た
と
い
う
だ
け
で
」
，
実
は
こ
の
昭
和
十
六
年
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
ボ
ラ
ト
リ
 

夏
に
箱
根
強
羅
の
山
荘
の
工
房
で
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
し
る
べ

き
で
あ
る
。

 
昭
和
十
六
年
、
茂
吉
は
風
雲
急
を
つ
げ
は
じ
め
た
状
況
の
申
で
日
常
生
活
の

転
換
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。
茂
吉
に
お
け
る
〈
私
〉
的
形
而
下
的
日
常
は
非
日

常
性
の
中
に
ど
ん
ど
ん
後
退
し
、
〈
公
〉
的
状
況
が
茂
吉
の
〈
私
〉
的
状
況
を

く
い
や
ぶ
っ
て
日
常
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
歌
人
茂
吉
は
、
い
ち
は

や
く
く
公
V
的
状
況
に
先
ど
り
さ
れ
、
戦
争
歌
人
と
し
て
く
私
V
的
発
想
を
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
（
十
一
）

公
V
に
売
り
渡
し
て
歌
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
茂
吉
に
お
け
る
絶
対
的
対
象

た
る
く
自
然
〉
は
、
ど
ん
ど
ん
侵
触
さ
れ
て
象
徴
的
な
る
〈
神
〉
の
位
相
へ
と

お
も
む
き
、
そ
れ
が
さ
ら
に
現
身
神
薫
る
〈
天
皇
〉
の
位
相
に
ま
で
侵
蝕
さ
れ

て
ゆ
く
。
茂
吉
の
く
私
V
的
な
発
想
は
ど
ん
ど
ん
く
公
V
な
る
天
皇
に
と
ら
れ

て
し
ま
い
形
骸
化
し
た
戦
争
歌
の
瓦
礫
の
山
を
欲
す
る
と
欲
せ
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
築
い
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
昭
和
十
年
代
の
茂
吉
は
年

ご
と
に
く
私
V
的
日
常
生
活
を
う
た
う
こ
と
に
寡
黙
に
な
っ
て
ゆ
く
。
〈
私
〉

的
日
常
詠
は
く
公
V
的
戦
争
詠
へ
と
侵
蝕
さ
れ
、
戦
争
歌
人
へ
と
っ
き
進
ん
で

 
 
註
（
十
二
）

ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
申
で
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
・
は
未
刊
歌
集
『
い
き
ほ

ひ
』
の
戦
争
詠
や
第
十
四
歌
集
『
霜
』
の
日
常
詠
と
パ
ラ
レ
ル
に
か
か
わ
り
な

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

が
ら
、
よ
り
日
常
性
を
回
復
す
る
も
の
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
以
上
の
よ
う
な
場
所
と
時
層
得
て
成
立
し
た
『
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
の
編
纂
方

へ法
と
い
え
ば
「
日
記
に
し
た
が
っ
た
忠
実
な
る
日
常
性
の
再
編
成
」
に
っ
と
め

る
こ
と
を
要
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
記
た
る
や
普
通
の
日
記
で
は
な
く
、

す
で
に
レ
て
歌
を
つ
く
る
た
め
の
ス
ケ
ッ
チ
、
下
書
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
に

も
述
べ
た
。
二
十
年
前
、
茂
吉
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
「
自
然
」
と
「
自
己
」

と
を
一
元
化
し
て
う
た
う
ま
で
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
う
た
う
べ
き
「
自
然
」

は
眼
前
に
あ
っ
て
平
板
な
る
対
象
物
に
す
ぎ
ず
、
う
た
う
べ
き
「
自
己
」
も
そ

こ
に
観
入
し
う
る
ほ
ど
の
詩
情
の
奔
騰
も
み
ら
れ
な
い
。
茂
吉
の
創
作
主
体
の

裡
な
る
観
察
者
は
、
た
だ
見
る
だ
け
で
受
駕
す
る
ま
で
に
ふ
か
め
る
こ
と
も
出

来
ず
、
ま
た
茂
吉
の
創
作
主
体
の
裡
な
る
幻
視
者
も
「
自
然
」
の
奥
底
ま
で
透

視
し
幻
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
、
誠
に
詩
人
と
し
て
は
危
機
的
状
況

の
中
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
稀
薄
さ
の
中
に
あ
っ
て
も
茂
吉
は
あ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
モ

ら
め
ず
詩
人
と
し
て
の
基
底
を
さ
さ
え
る
記
録
の
み
は
誠
に
熱
心
に
の
こ
し
て

・
い
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
夏
、
所
は
箱
根
強
羅
の
山
荘
の
工
房
で
茂
吉
は

そ
れ
の
再
現
に
つ
と
め
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
に
あ
っ
て
く
公
V
的
状
況
と

く
公
V
置
歌
に
完
全
に
侵
蝕
さ
れ
た
片
輪
の
茂
吉
が
、
 
二
十
年
前
の
〈
私
〉

的
、
日
記
的
〈
私
〉
（
日
常
的
く
私
V
）
の
徹
底
的
な
回
復
を
こ
の
工
房
で
試
，

み
る
の
で
あ
る
。
お
ろ
か
な
ま
で
に
く
公
V
に
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
戦
争
歌
の

裏
返
し
と
し
て
、
お
ろ
か
な
ま
で
に
く
私
〉
を
と
り
か
え
し
、
日
常
詠
の
回
復

に
か
け
る
茂
吉
の
全
円
的
な
姿
が
こ
こ
に
う
か
ん
で
く
る
の
で
あ
6
。

 
い
い
歌
を
つ
く
る
、
文
学
的
止
揚
を
は
か
る
と
い
っ
た
類
の
こ
と
ば
で
は
ど
，

う
し
ょ
う
も
な
い
日
常
性
の
回
復
の
問
題
が
こ
の
編
纂
の
ヶ
ら
に
は
か
く
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
六
十
代
に
達
し
た
老
年
の
茂
吉
が
、
四
十
代
の
壮
年
の
あ

噛
る
日
あ
る
時
を
徹
底
的
に
回
復
す
る
方
法
は
、
五
七
五
七
七
の
外
的
合
概
念
性

に
よ
る
韻
律
の
な
か
に
日
記
的
文
体
（
散
文
体
）
を
忠
実
に
な
げ
入
れ
る
よ
り

他
な
い
。
主
体
を
な
る
べ
く
殺
し
て
、
外
的
合
概
念
性
に
よ
る
韻
律
に
か
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
二
十
年
前
の
く
私
V
的
日
常
生
活
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
茂

（11）

斎
藤
茂
吉
に
於
け
る
〈
日
常
〉
性
の
位
相
 
1
『
遠
遊
』
「
遍
歴
』
を
申
心
と
し
て
一

「
．



吉
の
く
あ
は
れ
V
の
情
が
こ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
所
以
で
あ
る
。
茂
吉
に
お
い

て
『
遠
遊
』
『
遍
歴
』
と
は
、
極
言
す
れ
ば
あ
の
な
が
っ
た
ら
し
い
詞
書
き
の

み
で
実
は
よ
か
っ
た
の
・
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
の
み
で
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た

く
私
V
的
日
常
生
活
の
平
板
な
叙
述
に
す
ぎ
な
い
。
茂
吉
に
お
い
て
、
そ
の
詞

書
き
の
後
に
置
か
れ
た
一
首
一
首
の
短
歌
が
、
現
在
-
昭
和
十
六
年
夏
の
時

点
に
お
い
て
、
徹
底
的
に
く
公
V
的
状
況
に
う
ば
わ
れ
つ
つ
あ
る
く
私
V
的
日

常
生
活
を
、
う
ば
い
か
え
し
充
足
さ
せ
て
く
れ
る
意
味
で
あ
る
。

 
茂
吉
は
二
十
年
前
の
く
私
V
的
日
記
を
か
り
な
が
ら
、
二
十
年
後
の
昭
和
十

六
年
の
う
し
な
わ
れ
た
く
私
V
的
日
常
の
回
復
を
消
極
的
な
が
ら
、
こ
う
い
う

か
た
ち
で
は
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
茂
吉
は
表
面
上
、
こ
の
期
あ
の
膨
大

な
量
に
お
よ
ぶ
く
公
V
的
発
想
を
基
底
と
す
る
戦
争
詠
を
う
た
っ
た
。
と
同

様
、
こ
の
期
二
十
年
前
の
日
記
を
か
り
な
が
ら
、
う
ば
わ
れ
つ
つ
あ
る
本
来
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
ボ
リ
ラ
ト
リ
 

日
常
的
〈
私
〉
の
回
復
を
、
あ
の
箱
根
強
羅
の
山
荘
の
工
房
で
ひ
そ
か
に

試
み
、
精
神
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
回
復
に
ひ
と
り
つ
と
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

註
（
一
）

註
（
二
）

註
（
三
）

第
三
歌
集
『
つ
ゆ
じ
も
』
の
最
後
に
く
っ
つ
け
ら
れ
た
「
洋
行

漫
吟
」
 
（
一
〇
七
首
）
の
み
は
、
 
『
遠
遊
』
 
『
遍
歴
』
の
編
輯

に
ひ
き
つ
づ
い
て
昭
和
十
六
年
八
月
十
三
日
と
十
四
日
の
両
日

の
「
日
記
」
を
み
る
か
ぎ
り
、
同
方
式
で
「
手
帳
五
」
（
新
『
斎

藤
茂
吉
全
集
』
第
二
十
七
巻
）
に
そ
っ
て
編
輯
さ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。

上
田
三
四
二
『
斎
藤
茂
吉
』
 
（
筑
摩
童
旦
房
）
。

「
書
簡
一
一
大
正
十
二
年
四
月
二
十
八
日
・
平
福
百
穂
宛
」

（
新
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
三
十
三
巻
）
。

註
（
四
）

註
（
五
）

註
（
六
）

註
（
七
）

註
（
八
）

註
（
九
）

註
（
十
）

註
（
・
＝
）

註
（
＋
二
）

〔
補
註
〕

岡
井
隆
『
茂
吉
の
歌
書
器
抄
』
（
創
樹
社
）
。

「
日
記
一
-
大
正
十
四
年
一
月
三
日
」
（
新
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』

第
二
十
九
巻
）
。

註
（
五
）
に
同
じ
。

山
口
茂
吉
「
第
四
十
九
巻
（
日
記
四
）
に
つ
い
て
」
 
（
旧
『
斎

藤
茂
吉
全
集
』
第
四
十
九
巻
「
月
報
」
）
。

折
口
信
夫
「
民
族
の
感
歎
」
．
（
新
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
第
二
十

巻
「
月
報
」
）
。

註
（
八
）
に
同
じ
。
、

註
（
五
）
に
圏
同
じ
。

拙
稿
「
斎
藤
茂
吉
・
幻
想
論
皿
」
 
（
、
「
宇
部
短
期
大
学
学
術
報

告
」
1
2
号
）
参
照
の
事
。

拙
稿
「
斎
藤
茂
吉
・
戦
争
論
」
（
「
近
代
文
学
論
集
」
創
刊
号
）

参
照
の
事
。

文
中
の
『
遍
歴
』
の
歌
に
附
し
た
番
号
は
巻
頭
一
首
目
か
ら
便

宜
上
、
順
次
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

（12）


